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二谷：はい、皆さん、こんにちは。二谷誠です。
今回も動画を見ていただき、ありがとうございます。
で、前回の動画では北川社長に、

実際に百万円が6年間で1億円になるという手法について、

具体的にいろいろお話を聞かせていただきました。
で、今回なんですけれども、実際にその手法を使って稼がれてらっしゃるという
小野さんのほうに来ていただいて、
実践者の声としていろいろお話し聞かせていただきたいと思っておりますので、
本日はどうもよろしくお願いします。

小野：よろしくお願いします。

二谷：はい、もう既に北川社長さんのやり方を使って、

稼がれていらっしゃるということなんですけれども、
小野さん、今お仕事は何をされてらっしゃるんですか。

小野：2年ぐらい前まで渋谷のほうで八百屋をやっておりましたけれども、

二谷：あっ、そうなんですね。

小野：ええ、それ以後、無職になりまして、家でブラブラしております。

二谷：じゃあ今は特にお仕事をされていらっしゃらない、まあ定年みたいな形ですか。

小野：そうですね。

二谷：なるほど、なるほど。で、今回はなんで投資を始めようと思ったんですか。

小野：そうですね。私自身の経験はないんですけども、

二谷：あっ、投資の経験はなかったということで、

小野：はい、知り合いがこのサラさんのトレードのシステムを使って、

なんかすごい儲けてるっていう話を聞きまして、
私もちょっとやってみようかなというような形で、
昨年の11月の初めから少ない金額ですけどもやり始めました。

二谷：なるほど。じゃあ、最初は友達が稼いでる噂を聞いて、
ちょっと自分もやりたいから紹介してくれってことで始めたと。
なるほど。投資とか全く経験がなくて、なんか最初ちょっと不安というかなかったですか。

小野：ありましたけども、そのシステムの通りに売買をすれば、

知人の結果が出てたっていうのを知ってましたので、
まあサイン通りにやれば、

私なりに少ない金額でも確実に利益が出せるんではないのかなという風に、

考えたんですけどね。

二谷：で、それでやってみたと。実際やってみてどうでしたか。

小野：そうですね。11月から始めまして、
まあ金額が私は50万から始めたんですけども、
まあ1銘柄、ゴムからやり出したんですね。証拠金も安かったもんですから。
で、11月に3回トレードをして、3連敗で、

二谷：あっ、いきなり3連敗だったんですか。

小野：はい。で、12月も同じ、まあゴムをやったんですけども、
また3連敗で、2カ月で27万ぐらい、ちょっと、

二谷：あっ、話が違うじゃないかと（笑）

小野：はい、やられてしまってですね、
これ、本当にこのままいって大丈夫かなという風に、

ちょっと年末の時に急に不安になったんですけども、
まあ続けることでチャンスが出るというか、
減益出るっていうのを聞いてましたんで、
まあ粘り強く、年が明けてまあやり続けるというところで、
まあ今、2月末まで来てるわけなんですけども、

二谷：なるほど。

小野：はい。まあその間にその1月、2月で、
まあ11月と12月でやられた損失分は取り返して、

二谷：あっ、もう既に取り返して、

小野：で、65万ぐらいまで、

一応減益は出てるもんですから、
まあこのままいけば友達で見せてもらった1年間のトータル利益ぐらいに、

いけるのかなという風に考えております。

二谷：なるほど、なるほど。では社長、その辺りはどうなんですかね。

北川：そうですね。まあこのシステムはその連敗というのは当然あるんですけども、
まあプロが使ってるシステムというのは皆そうなんですね。
トレンドフロー型のシステムですから、持ち上げが続けばそこで損が発生すると。
それが3回、4回、5回発生するということもあります。
それもシステムの中にもう組み込まれてるんですね。
ですから、それがプロのシステムトレードと。
で、アマチュアの方は往々にして100パーセントの勝ちを目指して、

やっておられるんですね。ですから、まあ100パーセント勝つと思ってやってますから、
一度、二度負けが続きますとそこでやめてしまうと。それじゃ勝てないんですね。
ですから、1年間、取り敢えず1年間続けるということで、

このプロ仕様のシステムは必ず勝てるというものなんですね。

二谷：なるほど。では目先の勝ち負けを意識するんではなくて、
もう本当にトレードに、シグナルに沿ってやり続けるだけでいいと。

北川：そうなんですね。とにかく1年間続けていただくということが一番大事ですね。

二谷：なるほど、分かりました。
で、実際こうやってみて、どうですか、そのトレードに関しては。

小野：いや、結構面白くてですね、毎日ワクワクしながら、

二谷：あっ、サイン来るんじゃないかなみたいな（笑）

小野：ええ、サイン、●●(04:43)、やってます。
まあ私みたいに無職になった人間にとって、日々の刺激を受ける、
すごいいいツールというか、先物取引を是非我々の年代、
退職後の時間を過ごす人にとっては、生き甲斐になって、

二谷：なるほど、なるほど（笑）、

小野：という感じがします。

二谷：ああ、いいですねえ。分かりました。
で、実際その全く未経験からで、なんか難しさみたいのを感じたことはないですか。

小野：いや、もうシグナル通りにやるってのが大原則ですので、
私自身は何も考えてないですね。
仕掛けて、値動きがうまくいけばラッキーだし、
ちょっとやられてしまうと、次取り返すぞという風に、

余計にファイトが湧いてくるっていう、

二谷：なるほど、なるほど。分かりました、ありがとうございます。

二谷：はい。で、動画見られてらっしゃる方から、

たくさんのご質問をいただいておりますので、
ちょっと北川社長のほうにいろいろお伺いさせていただければと思います。
で、まず一つ目なんですけれども、
まあ正直、必ず儲かりますかという質問がまずちょっと来てるんですけれども（笑）、
実際どうですか、必ず儲かるかって言われると。

北川：ええ、まあ物事ですからね、まあ絶対っていうことはないんですよね。
ですから我々は保証することはできませんけども、
プロのトレードシステムですから、1年間継続していただければ、

これはもう必ず儲かります。

二谷：必ずとは言えないけど、必ず儲かると（笑）。

北川：絶対とは言えませんけど、まず必ず儲かると。

二谷：まず必ず儲かると。
なるほど、なるほど。分かりました、ありがとうございます。
じゃあ次の質問、参りたいと思うんですけれども、
実際どのぐらいの資金から始めることができますかっていう質問なんですけれども、

北川：はい。商品には金とプラチナありますけど、まあ白金のことなんですけども、
これには金のミニとか或いは白金のミニというのがあります。
これはもう15,000円ぐらいの証拠金ですので、

二谷：あっ、そんな少ないんですね、はい。

北川：はい、このミニをやっていただける分にはもう5万円のお金があれば十分。

二谷：あっ、じゃあ最初は本当にお金ない人は5万円ぐらいから、

もうすぐ取引を始められると、

北川：5万円の、はい、そうですね。

二谷：はあ、なるほど、なるほど。分かりました。
で、次なんですけれども、まあこの手法が廃れることはありませんかと。
要は時代によってそのやり方が通用しなくなるとかってことはないんですかね。

北川：まあ、廃れるという言葉がよく意味分からないんですが、
例えばFXをやってるお客様は、

多分FXのシステムトレードというのはまあ持ち合いに強いシステム、
それともう一つはトレンドフロー型の大きな流れに乗るという、
この二つのシステムが自動売買に走っております。
そうしますと、持ち合ってる時とのそのトレンドフローとの切り替え、
これによってまあシステムがもう機能しなくなるということがまああるんですね。
ですけど、私どものシステムはこのトレンドフォローだけのシステムなんですね。
で、中に組み込まれているそのテクニカルオシレーターというのは、
これはもう30年前、50年前からあるものなんですね。
ですからそれが廃れるということはもう全然ない、
これもう普遍のテクニカルチャートというものを使ってやってますので、
されるということはあり得ない。
で、商品先物取引というのは前もお話ししましたけども、
そういうトレンドが出やすい、非常にトレンドが出やすい商品ということで、
このシステムが機能するわけですね。

二谷：あっ、よりやっぱりマーケットによっても違う、
FXとかだとやっぱり違ったりするんですか。

北川：そうなんですね。FXの場合は、何度も言いますけども持ちハイが非常に長いと。
スパンも半年、1年は平気で100円台を昨年も100円台で、
ずっと動いた時期がありましたけども、そういうのが続く。
そういう時はトレンドフロー型のシステムでは儲からない。
そういう時は持ち合い型のシステムという風になりますね。

二谷：なるほど、なるほど。分かりました。

じゃあそうですよね。もう実際に営業マンの時代からもう30年以上も、

その相場を見られてきて、ずっとそれは変わらないっていうことですね。

北川：そうなんですね。

二谷：分かりました。で、次なんですけれども、
今まで投資を一度もやったことありませんと。
そんな初心者でも大丈夫でしょうかっていう質問なんですけれども、

北川：はい。インターネットの環境さえお持ちであれば、
まあどなたでも取引は可能です。全然難しくはないです。

二谷：なるほど、なるほど。分かりました。
先ほど出ていただいた小野さんも全く未経験って言ってらっしゃいましたもんね。

北川：そうですね、はい。

二谷：分かりました。で、次なんですけれども、
あまりパソコンに詳しくないんですが、難しい設定などはありますかということですね。

北川：設定もほとんどありません。
インターネットの証券会社に口座を開いていただくと、それだけですね。
発注画面もご自分のIDパスワードで入っていただきますと、
取り敢えずそれがダウンロードされて、発注画面が出てきますので、
それがスマホでもパソコンでも、その画面にもう張り付きますのでね、
いつでもそれ開いてIDパスワード入れて、注文出すということですから、

非常に簡単にお取引ができます。

二谷：もう本当、じゃあスマホで、もう1分もあればできちゃうと。

北川：ええ、スマホでお取引ができる、
まあスマホでできるだけやっていただきたいと思います。

二谷：なるほど、分かりました。あと次ですね。
今持ってる証券会社をそのまま使えばよいのでしょうかっていうことなんですけれども、
もう多分既に株とかやってらっしゃる方だと思うんですけれども、

北川：まあ証券会社でも、インターネット証券会社でもまあいろいろありますけども、
この商品先物取引の口座のある証券会社、
まあ楽天証券だとかですね、それから日産センチュリー証券、
まあこういうところは商品先物取引口座がありますので、
そういうところに口座を新たに開設していただくということが必要になります。

二谷：ああ、じゃあ株の口座では買えないっていうことですね。

北川：そうなんです。株の口座とFXの口座と、そして商品先物取引の口座と、
こういう風に分かれておりますので、
商品先物取引の口座を開設していただくと、その必要があります。

二谷：なるほど。じゃあその中でまあ有名どころを言うと、

楽天証券さんと日産センチュリー、

北川：そうですね、はい。

二谷：分かりました。ほかにも何個かあるんですか。

北川：何個かあると思いますけど、ちょっと今私、思い出せませんけども、
まあ証券会社という名がつくところはそういうとこが大手のとこですね。

二谷：なるほど、なるほど。分かりました。
で、次ですね。利益率はどれぐらいを目指せますか。
まあ1年間でどれぐらいの利益率、目指して何パーセント、

北川：そうですね。昨年1年間はまあ相場があまり動かなかった、
つまりトレンドはあまり出なかった年なんですね。まあそれでも200パーセントの、

二谷：200パーセントですもんね。

北川：ええ、それ以上のパフォーマンスが出てますので、
まあ目標を決める必要はないと思うんですね。
とにかく1年間続けるということが一番大事なもんですから、
目標を何パーセント置くとかいうことは必要ないんだろうと。
とにかく1年間続けるという思いでやっていただければよろしいかと思います。

二谷：なるほど。200パーセントっていうと、100万円が、

北川：300万円になったってことですね。200万円が純利益ですから、
まあ100万が300万になったという、

二谷：それでも動かなかった年、

北川：そうです。昨年はまあ最低の年なんだろうと私は相場を見てましてね、

二谷：その前の一昨年とかはどれぐらい出たんですか。

北川：一昨年はもう金だけでも200万、

二谷：金だけで200万?

北川：はい、の利益出てますので、
金の証拠金がまあ10万ちょっとですので、まあとんでもないような、

二谷：10倍じゃないですか（笑）

北川：そうです。もう10倍以上の、もう、

二谷：本当ですか。

北川：ええ、もう。

二谷：すごいですねえ。へえ。分かりました。
いやあ、本当にそれ、すごいですねえ。分かりました。
で、どのように売買シグナルが来るのですかということですね。

北川：売買シグナルは朝の8時半から夜の8時まで、

二谷：8時半から8時まで、はい。

北川：夜だと7時半がまあ最後になりますけど、
まあ遅い場合は7時45分というのがあります。
だから8時までという、大体12時間ぐらい配信します。
それで、商品先物取引は朝の4時までやってますけども、
夜中のシグナルが出ましても、それは過去の結果ですね、
そこで売り買いされてもほとんどもう収益に影響ないということで、
朝の4時時点でのシグナルを9時の寄り付き、
この時点で発注するということになります。
で、私どものほうが皆様方に、お客様のほうにメールでお知らせしてます。

二谷：メールが来るわけですね。

北川：はい。大体まあ各時間30分。8時30分、9時30分、10時30、
大体30分ぐらいにメールが来ますので、
その時間にまあできればスマホをチェックしていただくということになりますね。
ただ、まあシグナルは1日に1回、ないし2回ぐらいしか平均出ませんので、
まあ朝8時半に1回チェックされて、そしてお昼チェックされて、
で、また3時、4時ぐらいにチェックするというぐらいの3回ぐらいのチェックは、

もう必ずやっていただければよろしいかなと思います。

二谷：なるほど。じゃあ、頻度的にはもう1日3回ぐらいチェックするだけで
大丈夫ということなんですね。

北川：そういうことです。

二谷：分かりました。で、それ、もし、
まあどうしても忙しくてとかっていうので見れない場合は、
それはそれでもうスルーしちゃって大丈夫なんですか。

北川：そうですね。もうかなり時間が経ってしまった場合は、
そのトレード1回スルーして、次のまたシグナルから始めるということでよろしいかと思います。

二谷：分かりました。で、あと、実際1日どれぐらいの時間が必要ですかと。
まあなんとなく聞いてたら分かるんですけど、
実際時間自体はもうそんなかからないですよね。

北川：そうですね。まあ新しくポジションを持つという場合は、
まあ当然銘柄を入力したり、或いは限月といいまして、
何月もの売り買いするかというんで入力したり、

或いは枚数、こういったものを入力しますので、
まあ1分ぐらい、長くとも1分ぐらいでできます。
で、決済の場合はもうそういうの画面にありますので、
画面をもうふっとタッチしてですね、
すぐ簡単にできますから、数秒間でもうできます。

二谷：なるほど、なるほど。

北川：はい。ですから、まあ1日1分、1分ぐらいの時間しかこれは、
まあ思っていただいて結構かと思いますね。

二谷：はあ。じゃあ30分前に出るということは、
まあ例えば会社員の方とかでも、ちょっとシグナル出たらタイミング見て、
ちょっとトイレ行って、ササッとやって帰ってくるぐらいで全くばれない、

北川：そうですね。はい、それで結構ですね。

二谷：はい、なるほど、なるほど。分かりました。
で、次ですね。注文はいつ発注すればよいですかということなんですけれども、
これは先ほど言ったあれですかね。

北川：そうですね。発注する大体30分ぐらい前に我々はシグナル送りますので、

例えば9時半に届きましたら、まあ10時まで、時間を9時半に発注する場合、
10時に発注しなさいということで送りますので、
まあ10時までには発注していただくということになります。
で、まあ10時を過ぎましても、そんなに値段が動いてなければ、
そのまま発注しても結構です。
ただ値段が大きく上がってるという場合は、ちょっとそれはスルーしてください。
上がってなければまあ結構です。

二谷：なるほど、分かりました。
じゃあ次、最後に質問なんですけれども、まあ商品先物は初めてですと。
正直、不安なところがありますが、どの点に注意すればよいでしょうかという、
まあちょっと初めてなんで不安ですっていうことですね。

北川：そうですね。まあFXもそれから日経225も、商品先物取引も、
同じ、まあレバレッジ、商品ですから、
まあそういった商品の経験者であればですね、なんら違和感はなく、
始められると思います。
で、まあ本当にそういったレバレッジ商品の経験ないという方も、

我々のこのシグナル通りにやっていただきますので、
そして1回のその損というのはですね、
大体1万円当たり2万とか3万とかいうご損なもんですから、
そんなにストレスが溜まるような取引じゃないんですね。
ですから、まあサイン通りに買って、売ってと、

いうことをやっていただければいいかと思います。

二谷：なるほど。そうですよね。なんかレバレッジがかかって、
しかも自分の判断でやらなきゃいけないとなると、
売らなきゃいけない時に売れなくて、
ズルズルいってすごく損をしたっていう話は聞くんですけれども、

北川：そうですね。

二谷：もう明確に出るんであれば、もう本当に不安なことってないですよね。

北川：そうです。ですからシグナルは来ますので、何も悩むことはないんですね。
早く決済しなさいと、損だけどここは決済しなさいと、肩を押してくれますから、
その押されたとこに決済すると。
逆にここで買いなさいよというシグナルが出るわけですから、
もう自信持って買っていただいて結構だと思います。

二谷：じゃあ、もう本当に何も考えずに、もうやるだけで儲かると。

北川：ええ、あんまり考えないほうがいいだろうと思いますね、はい。

二谷：なるほど、いや、そう言っていただけるとなんかすごく心強いですね。
分かりました、ありがとうございます。
では、今回いろいろご質問等にも答えていただいたんですけれども、
まあ僕も含めてやっぱり見てらっしゃる方も、
やっぱりやってみたいなっていう方は多いと思うので、
次回の動画で、じゃあどうすれば実際に、

自分もこのトレードをやることができるのかっていうところについて、
実際に、具体的なその参加方法というところですかね、
について聞かせていただく形でもよろしいですかね。

北川：ええ、結構です。

二谷：分かりました。
では、次回の動画では実際にこのトレード手法、どうやったら始められるのかっていう、
そういった話についてお伺いさせていただきたいと思いますので、
是非次回の動画もしっかり見ていただければと思います。
では、本日はどうもありがとうございました。
